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論文内容要旨
 商店街の地域構造に関する研究は,近年,都市地理学における中心的課題の一つとして注目され
 その実証的な研究が数多く公表されている。しかし,この分野での研究は歴史も浅く,確固たる理
 論的体系化は,むしろこれからの段階にあるといえる。
 このような現状のなかで,多くの都市を対象として得た調査資料をもとに,実証的に商店街の地
 域構造を明らかにしょうと努めたのが本研究である。それは,店舗の分布を主な指標として,商店
 街の構造と変化について,形態論的な観点から分析を試みたものである。
 ～.商店街の構造と類型
 商店街の構造の分析において,従来,業種構成や店舗分布から迫る研究が多くみられる。それ
 らの研究によって,都市の中心部の商店街と周辺部の商店街の店舗率,専門店化率に格差があり,
 また,その比率が中心から周辺へ傾斜していることが明らかにされている。あるいは店舗の分布
 や業種構成から商店街の類型化を試み,その配置が都心・市内・郊外の三つの地帯を構成してい
 ることなども指摘されている。しかし,従来の研究において,これらの法則性・傾向性を多くの
 都市に適用するための,不可欠要件である都市規模との関連からの分析はきわめて少ない。
 そこで都市の人口規模に応じて,全国から任意に抽出した東京ほか12都市を対象として,都
 心の買回品店舗の比率と人口規模との関係について検討した。その結果,都心の買回品店舗の比
 率が,都市の人口規模に正比例して大都市ほど高いことが知れた。しかも,店舗の間口間数と都
 市の集中地区人口を算定の基礎とした場合に,もっとも高い相関がみられた。
 つぎに,都心商店街と周辺商店街との構造と機能の相違について,従来は業種構成を指標とし
 て分析したものが多いが,ここでは顧客の分布と依存度および商品の価格を指標として,両極商
 店街の特色づけを試みた。仙台ほか・i都市の例でみると,都心の買回品店舗は,都市規模が大き
 いほど,顧客の依存度の高い広域な分布圏を市内に保有しており,周辺商店街の同店舗は,どの
 都市でも依存度の低い狭域な分布圏を形成している。
 また,商品の価格においては,都心部・周辺部という商店街の立地する場所的相違が,同系の
 商品の価格に影響を与え,その商品の最多売却価格をみると,都心商店街では周辺商店街よりも
 比較的高額なものが多く売却されていることが仙台の例で明らかにされた。
 さらに,商店街の類型化については,一般にみられる業種構成による分類ではなく,都心的業
 種(主として買回品店舗)の集積度からその類型化を企て,仙台ほか関東。東北の7都市を対象
 として分析した。ここで明らかにされたことは,どの都市においても,都心的業種の集積度を異
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 にする多くの商店街が形成されており,特に30万以上の都市においては,第1階層(都心)と
 第2階層(主要市内商店街)との間に著しい落差が生じていることである。つまり,業種構成だ
 けでは明確に把握できなかった商店街間の機能の相違から階層の明白な大都市型と,そうでない
 中小都市型の二つの類型のあることが認められた。
 2.商店街の変化とその要因
 商店街の構造について,前段では主として静態的な把握を試みた。しかし,もともと小売業は
 基本的に人口分布に強く牽引される企業であるから,都市が発展するに伴い内部の商業地域の構
 造は変化していく。したがって,その構造をより深く理解するためには,この変化のメカニズム
 を明らかにする必要がある。ところで,この商店街構造の動態的な把握は比較的疎かにされてき
 た。そこで,ここではまずはじめに居住人口の分布と小売業の分布および売上高の変化を,
 1960～ig70における仙台の例で検討した。その結果,小売店舗の分布は居住地域の拡大
 に伴って,総じて外方拡散の傾向を示している。また,地域別の業種の集積状況をみると,買回
 品店舗は人口集積のもっとも少ない都心を頂点として,そこに向って集積の度合いを高め,反対
 に最寄品店舗は人口増加の傾向にある郊外地域に向って集積の度合いを上昇している。また,売
 上高では都心を最高として市街地外方に向って低くなっているが,その伸び率では都心およびそ
 の周辺が停滞ぎみであるのに対して郊外およびその近隣での上昇がめだっている。
 また,都心商店街の店舗の規模。形態。売上高の変化について同じく仙台の例でみると,百貨
 店をはじめ文化用品関係店舗の売場面積の拡張,従業員数の増加,企業の経営形態の合理化とと
 もに職住分離が進行し,景観的には察知できない著しい構造の変容がここ10年間に行なわれて
 いることが知れた。
 つぎに,都心商店街の業種構成について,1930年代から1960年代までにおける変化を
 都市規模に応じて任意に選定した東京ほか3都市を例として検討した。その結果,買回品店舗の
 集中が停滞しがちな巨大都市型,集中度の伸びが活発な大。中都市型,および集中度の弱い小都
 市型の三つの類型のあることが認められた。
 さいごに,このように商店街に変化を与える諸要因について考察する。店舗が立地する場合,
 業種によって集心,離心という立地指向の属性が働く。いま,規模を異にする東京ほか3都市の
 都心の例でみると,人口規模の大きい都市の都心ほど,流行品。贅沢品・趣味用品などの買回品
 店舗に著しい集心性がみられ,生鮮食料品などの最寄品店舗に離心性が強く認められる。
 また,仙台ほか6都市の例で,都市一円における業種別の店舗の分布についてみると,どの都
 市においても,娯楽。スポーツ用品・貴金属・書籍などの業種は集心的であり,食料品は分散的
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 である。しかし,洋服,家具,薬,文房具などは,都市によって集心的あるいは分散的傾向を示
 している。こうした店舗の業種にみられる立地指向は,店舗の分布に変化を与え,商店街の構造
 を絶えず変えていく主要な内的要因である。また,衣料品。洋品店舗にみられる連握性(集在性)
 や最寄品店舗の散在性も店舗の分布に変化を与える内的要因である。
 つぎに,外的要因として,駅の開設や駅のメト・ポール機能の拡大に因由する都市内部におけ
 る歩行者人口の増大と流れの変化が挙げられる。このことは,仙台における商店街の体質改善や
 その分布の変化を検討した結果,実証された。また,自動車の著しい普及も外的要因として指摘
 される。仙台の例でみると,都市内部の国道および主要交通路に,多くの給油スタンド,駐車場
 などの自動車関連サービス施設が進出し,小売業の分布や商店街の業種構成に新しい変化をもた
 らしている。なお,これらの諸要因を支えるものとして,社会的・経済的・歴史的諸条件がある
 ことを付言する。
 以上,人口規模を異にする多くの都市を対象として,商店街の構造と変化について考察した。そ
 こには都市規模の違いによって多様な構造と変化が認められたが,総括するならば,各都市の都心
 商店街の間に,都市規模に応じて段階的な格差がみられ,また,それぞれの都市内部の商店街の間
 においても,機能の地域的分化と階層化が,都市規模に応じて進展している。また,その変化の方
 向は,都市規模に対応する小売商業機能の拡張というかたちで行なわれているが,全市に高い顧客
 の依存度を保有する都心の場合は,都市規模が巨大になるとその機能の限界が生じている。ところ
 で,これらの商店街の構造と変化にみられる地域現象は,業種別店舗の分布によっても,明らかに
 特色づけ'られる。
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 論文審査の結果の要旨
 桑島勝雄提出の論文は「商店街の構造と変化に関する地理学的研究」と題し,4章からなってい
 る。都市内部における商店街の構成,とくに店舗の最寄品,買回り品などの業種別構成,専門店の
 発生などの分化についてはすでに多くの研究成果が発表されているが,本論文第1章において桑島
 は,東北地方を主とし全国多数の都市に関する調査結果に基づき,都心に集中する性格を持つ業種
 の分布する比率に着目して大都市と中・小都市との間に明瞭な差があることを明かにして都市地理
 学に大きな寄与をしている。第2章では顧客の商店街への依存度を調査し,それが都心を囲む同心
 円的な構造を有することを統計的に明らかにしている。第3章と第4章とでは都市化の進行,交通
 条件の変化などによる商店街の変化を論じ,近年の社会情勢の変化が商店街に与えた影響について
 新たな知見を加えている。
 以上の成果によって本研究は理学博士の学位論文として合格と判定した。また桑島勝雄は都市地
 理に関して多年の研究を続け,多数の論文・著書によってその成果を発表しており,それらをも併
 せ考えて同人は独立して研究を行なうにたる学力を有するものと認めた。
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